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Comparison was made on the reactions caused by tuberculin and by Dharmendra's antigen , 
i.e. Fernandez's reaction, among general population of S-village, primarily in 1956 and secondary 

in 1957. The number examined was 2,269 in 1956 and 1,126 in 1957, respectively. The 
examinees in 1956 have had no history of previous BCG vaccination, while those of 1957 were 

consisted of the BCG vaccinated and the unvaccinated, i.e. primarily examined , persons.
Results obtained were as follows:

1) Positive rate of Fernandez's reaction was 9.1% in 1956 and 21.1% in 1957, and that of 
tuberculin reaction was 44.2% in the former and 55.2% in the latter, respectively . Positive 
rate of Fernandez's reaction was, accordingly, markedly lower than that of tuberculin reaction , 
and the correlation between the reaction sizes to both antigens were low in both instances .

2) Positive rate to Dharmendra's antigen among the positive reactors to tuberculin was 

18.1% in 1956 and 33.4% in 1957, respectively. All of the tuberculin positive reactors in 1956 

were consisted of persons naturally infected by tuberculosis, but those of 1957 were consisted 

of persons naturally infected by tuberculosis and BCG vaccinated persons in 1956 as mentioned 

above.

3) Among BCG vaccinated persons, positive rate to Dharmendra's antigen was 11.4% and 
that to tuberculin was 31.1%, whereas among unvaccinated persons , they were 31.8% and 
81.6%, respectively. Accordingly, it seems likely that there exists relationship , to a certain 
extent, between the positive rates to both antigens among BCG vaccinated and unvaccinated .

4) The frequency distribution curves of positive rate to Dharmendra's antigen by age 

group in 1956 has shown single peak at the age group 40 to 59 similarly to that of the tuber

culin positive rate, which increased linearly up to the age group 40 to 45 and then decreased 

slowly. The relationship between these two curves obtained in 1957 was similar to that of the 

primary investigation in 1956, in spite of the fact that 52% of the examinees in 1957 were 
BCG vaccinated and the positive rates to both antigens were slightly higher than those in 1956.

*From National Institute for Leprosy Research , Higashimurayama, Kitatamagun, 
Tokyo, Japan.
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5) As certain relationship between the reactions to tuberculin and Dharmendra's antigen 

was suspected, the prevalence of leprosy infection was estimated on the results of the positive 

Fernandez's reaction among persons with negative tuberculin allergy. The positive rate to 

Dharmendra's antigen among tuberculin negative persons was 1.6% in the primary investiga

tion (1956) and 3.3% in the secondary (1957), respectively. The latter figure was analysed 

accordingly to the BCG history, and it was found that among the unvaccinated group the 

positive rate was 1.4%, while that of vaccinated was 3.7%. The figure in the former coincides 
well to that of the primary investigation (1.6%). From these results the positive rate of 

Fernandez's reaction among the unvaccinated inhabitants in S-village can be estimated as high 

as 1.5%.

レプロ ミン反応(レ 反応)と ツベル ク リン反応(ツ 反

応)と の関連性につい ては,Fernandez1)(1939年)の

研 究以来 多 くの研究が なされ てい る。柳沢 らは,実 験的

に結核菌感作 モ ル モ ッ トのみでな く,BCG感 作 モルモ

ッ トで もツ反応 の陽転 とともに レ反応 をも陽転 させ うる

こと2)3),また トリプシ ン消化に よつ て集菌 された らい菌

で感作されたモルモ ッ トでは,レ 反 応のみでな くツ反応

を も陽転させ うる こと3)4)を証 明 した。続 いて無 らい地

域 の小中学生245名 についてDharmendra抗 原に よる

Fernandez反 応(Dharmendra反 応-D反 応 と略 す)

とツ反応 とを同時に検査 し,両 反応間には高い相関関係

が 認め られ るこ と2)3)を報告 した。 しか し,こ の調査対

象はBCG接 種者の多い小中学生のみであつたので,わ

れわれは昭和31年 以来全年令層を含む一般住民につい

て両反応 の関連性を検討 してきた。

ここに報告す るS村 は 山間僻地に位す る農林村 で,昭

和31年 お よび32年 調査時に は明確 な未収容 らい患者

は発見 しえず,療 養所収容 中の患者が4名(人 口1,000

対1.04)認 め られた。 またS村 住民は31年 調査時 まで

はBCG接 種 の既 往歴をまつた く有 してい なかつた。 そ

こで31年 調査時 に ツ反応が陰性 また は疑陽 性であつた

ものに対 しては,皮 内法 によるBCG接 種 を行 なつた。

した がつて32年 秋の調査成績 はBCG接 種後1年 目の

ものを含む一般住 民の両反 応の関係をみた ものであ り,

31年 秋の成績はBCG未 接種一般住民 におけ る両反 応の

関係を しらべた ものであ る。

調 査 方 法

使用抗原:Dharmendra抗 原(D抗 原)に は らい研究

協議会で使用 した検査済みの力価均一な ものを用い,ま

た ツベル ク リンには2,000倍 希釈 旧ツ液(OT)あ るい

は予研製のPPD-s0.06γ/0.1mlを 用いた。

皮 内反応検査:同 一被検者 の左右両側前腕 屈側皮 内に

D抗 原 あるい は ツ液 をそれ ぞれ0.1mlず つ正確に 注射

し,注 射後48時 間 目に2人 の術者が両 反応を同時に判

定 した。

対象:全 年令層を含むS村(人 口3,805名)の 一般住

民 である。

調 査 成 績

1)　 昭和31年 調査時 の両反 応の比較

D反 応 とツ反応 とを同時 に検査 しえたのは,全 村民の

62%に 当た る2,269名 であつた。その うちD反 応陽性

者は表1に 示す ごとく206名(9.1%),ツ 反応陽性者は

Table 1. Positive Rate to Dharmendra's 

Antigen and Tuberculin

1,004名(44.2%)で,D反 応陽性率は ツ反応陽性率 よ

り著 し く低かつた。 また これを性別にみ ると,D反 応陽

性率は 男11.3%,女7.3%で,ツ 反応陽性率 の場合 と

同様に 男のほ うが女 よ り高率 であつた。

a)　 両反 応の陽性率を年 令階級別に求め ると,図1の

ごとくである。D反 応陽性 率は0～14才 では3%以 下

で,20～24才 で も5.5%に す ぎ な い が,25～39才 で



1 9 6 5 年 8 月 3 0 9

Fig. 1. Positive Rate of Reaction to Dharmen
dra's Antigen and Tuberculin by Age

group (examined in 1956)

臆 約14%,40～59才 で

は17%以 上に達 し,こ

の間50～54才 で最高値

20.6%を 示 し,60才 以

上 にな ると約11%に 減

じていた。 これに対 しツ

反応陽性率は0～4才 の

3%か ら35～39才 の

86.9%ま で ほ ぼ一直 線

を描いて上昇 し,45才 以

上 では陽 性率は徐 々に低

下 し,60才 以上で は 約

70%を 示 していた 。す な

わ ち年令階級別 に両反応

の陽 性率 の 動 き を 比較

す ると,ツ 反応陽性率が

60%以 上を示す25才 以

上の ものでは,D反 応の

陽 性率は10%以 上を示

してい た。 この ことは,

ツ ・ア レルギーが強い年

令 層にD反 応陽性者が 多

くみ られる ことを示 して

お り,D抗 原 とツベル ク

リンとの間にある程 度の

類似性 のある ことが推 察

され る。 しか し両反応 間

にはかな り陽 性率 の開 きがみ られ,そ の差 は年 令の増 加

とともに増大 し,60才 以上では最高 となつてい る こ と

は,両 抗原 に含 まれ る類似 抗原性があま り顕 著でない こ

とを示す ものであろ う。

b)　 両反応の反応値の相関は,表2に 示す ごとくで,

両者 間にあま り高い 相関は認 め られ ない。 した がつて ツ

反応陽性者(発 赤 の大きさが10mm以 上 のもの)に お

け るD反 応 の陽 性 率 は,1,004名 中181名(18.0%)

にす ぎなかつた。

これを年令群別にみ ると,図2に 示す ごと く,6才 以

下では17名 中6名(35.3%)で あ るが,7～15才 では

13.6%,16～29才 では16.0% ,30～49才 では17.4%

であ り,50～69才 では21.3%を 示す が,70才 以上で

は再 び13.5%に 低下 していた。 この村の住民は昭和31

年 まではBCG接 種を受けてい ないか ら,ツ 反応陽性者

は結核に よる自然感染者 と考え られ る。 したがつ てこの

成績は結核 自然感染者におけ るD反 応陽性率を示 してお

り,そ れが平均18.0%に す ぎぬ ことか ら,ら い菌 と結

核 菌 との間の類似抗原性はあ ま り高 くない よ うに考え ら

れ る。

c)　 両反応 の反応値 の相関表か ら,ツ 反応陰性お よび

Table 2. Correlation between the Size of Reaction to Dharmendra's

 Antigen and the Size of Tuberculin Reaction (Examined in 1956)
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Fig. 2. Positive Rate of Reaction to Dharmendra's Antigen Among 

Positive Reactors to Tuberculin by Age-groups

疑陽性者中におけ るD反 応の陽性率は,1,292名 中22名

(1.7%)で,さ らに ツ反応 の大 きさ4mm以 下の陰性者

中におけ るD反 応 の陽性率は,1,136名 中18名(1.6%)

で あつた。 これを年令別にみ る と,6才 以下 のもの7例

(1.5%),7～15才 のもの1例(0.3%),16～29才 のも

の4例(2.2%),30才 以上の もの6例(4.1%)で あ り,

陰 性者中におけ るD反 応陽性率は,30才 以上の ものに

やや高率に現わ れ る傾向が窺われた。 これ ら人型 結核菌

由来の2,000倍 希釈旧 ツ液に対 して陽性反応を示さず,

D抗 原に対 してのみ陽 性反応を示す ものが平均1.6%に

認め られた ことは,こ のD反 応陽性者が らい感染 と関係

のあ ることを示唆す るものか も知れない。

2)　 昭和32年 調査時の両反応の比較

D反 応 とツ反応 とを同時に検査 しえたのは,全 村民の

約1/3,1,126名 であつ た。 これ ら被検者におけ る両反

応の陽性率は表1に 示す ごと くで,D反 応陽性は238名

(21.1%),ツ 反応陽性は622名(55.2%)で,31年 に

比べて両反応共陽性率が高 くなつ ていた。 また これを性

別にみ る と,ツ 反応陽性率は 男56.4%,女54.2%で,

男女間に著 明な差 は認 め られなかつ たが,D反 応陽性率

は男25.4%,女17.6%で,男 のほ うが女 よ りも高率で

あつた。

a)　 両反応 の陽性率 を年令階級別 にみ る と,図3に 示

す ご とくで ある。D反 応陽性率は4才 以下で も10%を

示 し,24才 までは12～18%で あつたが,25才 か ら陽

性 率は上昇 し,35～49才 で は38.2～40.6%と 最 高に

達 し,50才 以後は徐 々に低下 して,65才 以上では17～

19%を 示 してい た。 これに対 し,ツ 反 応陽 性率は4才

以下の20.3%か ら35～39才 の89.7%ま ではほぼ一

直線を描いて上昇 し,40才 以上 では除 々に低下 して,

70才 以上では80%以 下を示 していた。すなわち両反応

におけ る陽性率 の年令階級別 の動 きは,31年 調査時 の成

績 と比べ る と,両 曲線 がかな り平行状態 になつた こ とが

窺 える。

b)　 両 反応の反応値 の相関表か ら,ツ

反応陽性者 中にお けるD反 応 の陽性率 を

求 める と,622名 中208名(33.4%)が

陽性 で,31年 調査時 の18.0%よ りも高

率であつた。 これを年 令群別にみ ると,

図2に 示す ごとく,小中学生が41.5%で

もつ とも高 く,つ いで30～49才(38.6%)。

50～69才(31.5%),0～6才(29.5%),

16～29才(26.7%)の 順に低下 し,70才

以上の18.2%が もつ とも低率であつた。

これに対 し,ツ 反応陰性あ るいは疑陽

性者におけ るD反 応の陽性率は,504名

中30名(6.0%)で,31年 調査時 の1.7%

に比 し高率で あつた。また ツ反応値4m偽

以下の ものについてみ る と,367名 中12名(3.3%)が

D反 応陽性 であつた。

3) BCG接 種の有無別にみた両反応の比較

32年 調査時の両反応の陽性率を,BCG接 種の既往別,

31年 実施 した ツ反応検査の受診有無別に しらべ る と,

表1に 示す ごとくで あ る。31年 にBCG接 種を うけた

588名 では,D反 応67名(11.4%)陽 性,ツ 反応183

名(31.1%)陽 性であつた。 これに対 し31年BCGを 接

種 しなかつた ものお よび32年 調査時 の初診 者538名 で

は,D反 応171名(31.8%)陽 性,ツ 反応439名(81.6%)

陽性 であつた。す なわ ちツ反応陽性率に対す るD反 応陽

性率の比は,BCGあ り群1:0.37,BCGな し群1:0.39

Fig. 3. Positive Rate of Reaction to Dharmen

dra's Antigen and Tuberculin by Age

group (examined in 1957)
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で,BCG接 種既往のあ るもの とない もの との問に大差

は み られ なかつ た。

一方両反応 の陽 性者の全被検者1
,126名 に対す る比 率

を既往 のBCG接 種の有無別に求め る と,D反 応陽性率

1はBCGあ り群6.0% ,な し群15.1%,ツ 反応陽性率は

BCGあ り群16.3% ,な し群39.0%で,BCG接 種 によ

るツ反応陽性率 の増加に比例 してD反 応陽性 率も高 くな

つ てい るこ とが窺われ る。

そ こで,年 令階級別 に み た 両反応 の 陽性率を既往の

BCG接 種歴 に よつ て2つ に分 け ると
,図4に 示す ごと

くであつた。32年 調査時 におけ る両反応 の陽性 率は,そ

Fig. 4. Positive Rate of Reaction to

 Dharmendra's Antigen and Tuberculin

 by Age Group Among Total Cases

 and BCG-unvaccinated Cases

れ それA,a両 曲線で示され るが,こ の うちBCGな し

群 のみの陽性率を求め ると,両 反応の関係はB,b両 曲

線 を描いた。 したがつて ツ反応陽性率におけ るA,B両

曲線の差 お よびD反 応陽性率におけるa,b両 曲線の差

がBCGあ り群におけ る陽性 率 とい える。 ここに示 され

たBCGな し群でのB,b両 曲線 の関係は,BCG未 接種

者を対象 とした31年 調査時 の両反応陽性率 の関係(図

:2)と 同 じ様 相を呈 してい ることか ら
,BCG接 種前には

B,b両 曲線 の関係にあつ た ものが
,BCG接 種に よつて

A,a両 曲線 の関係に変動 した といい えよ う
。事実31年

調 査時 には全年 令層にわた つてBCGを 接 種 したので,

両反応 ともいずれの年令で も陽性率が高 くなつてい るの

が窺われ る 。

次にBCG接 種の有無別に両反 応の大 きさの相関を求

め ると,表3に 示す ごと くで ある。BCGあ り群 では ツ

反応の大 きさ20mmnま での ものが大部分 を占め るが,

BCGな し群ではその分布が広 くな り30mmに 及んでい

る。これに対 して,D反 応の大 きさの分布をみ ると,BCG

あ り群 に比べてな し群ではわずかに反 応値の大 きいほ う

へ移動 してい るにす ぎなかつた。 したがつてBCGな し

群 に比 べてあ り群では両反 応値 の相関が高い ようにみ ら

れ るが,相 関係数を求めて も両対 象間に大差 はな く,い

ずれ の群 で も両反応値 間の相関はあま り高 くなかつ た。

この相関表 か ら,ツ 反応陽性者 中にお けるD反 応陽性

率 を求 める と,BCGあ り群 では183名 中42名(22.9%),

BCGな し群 では439名 中166名(37.8%)で あ り,

BCGあ り群 のほ うがな し群 よ りも低率 で あ つ た
。 また

これを性 ・年令群別に検討す ると,図5に 示 す ごとく男

女いずれにおいて も同 じ現象が み られ,ま たいずれ の年

令群 で もBCGあ り群 のほ うが な し群 よ りも低率で あつ

た。 しか しツ反応の大 きさ別に比較す ると,図5に み ら

Fig. 5. Positive Rate of Reaction to

 Dharmendra's Antigen Among Positive 

Reactors to Tuberculin by the Presence

 of Previous BCG-vaccination

Comparison by the size of 

tuberculin reaction
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れ るように,ツ 反応値10～19mmの ものではBCGな

し群 のほ うが あ り群 よ りもD反 応陽性率が 高 く,ツ 反応

値20mm以 上 のものでは両群問 に大差は認 め られ なか

つた。

次 に ツ反応陰性者 中にお けるD反 応陽 性率を,BCG接

種 の既 往の有 無別に比較す る と,BCGあ り群 では294

名 中11名(3.7%),な し群 では73名 中1名(1.4%)

で,BCGあ り群にやや高率 に認め られた。 これ らD反 応

のみが陽性で あつた12名 は,男6名,女6名 で,性 と

は あま り関係な く,ま たいずれ も30才 未満の若年者で

あつた。

総 括

昭和31年 と32年 との2回 にわた り,S村 住民に ツ反

応 と同時にD反 応の検査を行ない,両 反応の関連性を し

らべた。 その成績を要約す ると,次 の ごとくであ る。

1) BCG接 種の既往歴が まつた くないS村 住民 の初

回検査時(昭 和31年)に おける平均陽 性率は,D反 応

9.1%,ツ 反応44.2%で,D反 応陽性率 は ツ反応陽性率

に比 し きわ め て 低 く,両 反応 の大 きさの相 関は低かつ

た。 また31年 調査時の ツ反応陽性者(結 核感染者 とみ

な し うる)中 におけ るD反 応陽性率は18.1%に す ぎな

かつた。

2) BCG接 種後1年 目の昭和32年,第2回 検査時に

お け る 両反応の平均陽性率は,D反 応21.1%,ツ 反応

55.2%で,前 者は後者に比 し明 らかに低率で,両 反応

の大きさの相 関 も低 かつた。 また32年 調査時 の ツ反応

陽性者(BCG陽 性者を も含 む)中 におけるD反 応陽性

率は33.4%で,31年 の調査成績 に比 べ ると高 率 で あ

つた。

3) 32年 調査時 の両反応の陽性率を31年 に行 なつた

BCG接 種の有無別 に しらべ る と,D反 応陽性 率:ツ 反応

陽性率は,BCGあ り群では11.4:31.1%,BCGな し

群 では31.8:81.6%と な り,両 群 におけ るD反 応陽性

率 の高低 はツ反応陽性率 のそれ と関係が あるよ うに推察

された。

4)　 年令 階級別 に両反応 の陽性率 の動 きをみ ると,初

回調査時 にはツ反応陽性率 の曲線は幼児期か ら40才 ま

でほぼ一直線 に上昇 し,そ の後除 々に低下す る単峰型を

示 したが,D反 応 の陽性率 曲線 もこれ と同 じく40～59才

に低い 山を有す る単峰型 を示 した。 これに対 して第2回

調査時には,BCG接 種の既往のあ るものが52%も 混在

していたに もかかわ らず,両 反応の陽性率の関係は初回

調査時 とほぼ 同 じで あ り,た だ両反応 とも陽性率が31

年調査時のそれ よ りやや高率を示 したにす ぎなかつた。

5) D反 応 とツ反応 との間にはかな り関連性があ るの

で,ツ ・ア レルギ ーに影響 されないD反 応の成 績に よつ

て,ら い との関係を知ろ うと試みた。す なわち ツ反 応陰

性 者中におけるD反 応 陽性率 を求める と,初 回調査時 に

は1.6%,第2回 調査時には3.3%で あつた。そ して第

2回 調査時 の対 象を既 往のBCG接 種歴 の有無 で分け る

と,BCGあ り群 では3.7%で あ るが,BCGな し群では

初 回調査時 同様1.4%で あつた。 したが つてBCG接 種

歴 のないS村 住民 のツ反応陰性者中におけ るD反 応の陽

性率は1.5%と い うことがで きよ う。
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